
 
平 成 ２０年 ( ２ ０ ０ ８年 )の工 業 

 

平成 20 年(2008 年)12 月 31 日現在で実施された工業統計調査の結果、広島市の製造業に属す

る従業者 4人以上の事業所は、事業所数 1,471 事業所（前年比 1.9％減）、従業者数 5万 4,265 人

（前年比 2.0％減）でした。 

また、製造品出荷額等は、1,276 億 7,414 万円増（前年比 5.3％増）、付加価値額は 1,390 億 94

万円増（前年比 21.9％増）となりました。 

 

 

 

 

 

単位  人，万円，％

事 業 所 数 1,521 1,479 1,499 1,471 △ 1.9

従 業 者 数 50,885 52,715 55,345 54,265 △ 2.0

製 造 品 出 荷 額 等 191,533,224 222,420,045 240,642,118 253,409,532 5.3

付 加 価 値 額 59,163,484 54,452,440 63,590,840 77,490,934 21.9

主  要  項  目  統  計  表

平 成 20 年平 成 17 年 平 成 18 年 平 成 19 年
項      　　　　　　　　目

2005 2006 2007

従業者4人以上

2008
前年比

注1  付加価値額について，従業者29人以下の事業所は粗付加価値額である。
 　2　製造品出荷額等及び付加価値額について，平成18年以前と平成19年以降の数値は接続しない。
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図１ 産 業 別 事 業 所 数

 

1  事  業  所  数       
 

従業者数4人以上の事業所数は1,471事業所で、前年に比べ28事業所（前年比1.9％減）減少しま

した。 
 

(1)  産業別の状況   

食料品が最も多く 222事業所で全

体の 15.1％を占めています。次いで、

金属製品が 206 事業所で同 14.0％、

印刷･同関連が 163 事業所で同

11.1％、生産用機械器具が 139 事

業所で同 9.4％となっており、上位 4

業種で全体の 49.6％を占めていま

す。 

 

 (2)  従業者規模別の状況 

小規模事業所（従業者数 4～29

人）は1,207事業所で全体の82.1％

を占め、中規模事業所（従業者数

30～299 人）が 243 事業所で同

16.5％、大規模事業所（従業者数

300人以上）は21事業所で同1.4％

を占めています。 

 

 

(3)  区別の状況 

安佐北区が 315 事業所で全体の 21.4％を占め最も多く、西区が 261 事業所で同 17.7％、南区が

247 事業所で同 16.8％と続いています。 

 

総 数 

1,471 



 

2  従  業  者  数 
 

従業者数は 5万 4,265 人で、前年に比べ 1,080 人（前年比 2.0％減）減少しました。 

 

(1)  産業別の状況 

輸送用機械器具が最も多く1万3,330人で

全体の 24.6％を占め、次いで食料品が 1 万

433 人で同 19.2％、生産用機械器具が

5,656人で10.4％、金属製品が4,210人で同

7.8％などとなっています。 

 

(2)  従業者規模別の状況 

大規模事業所（従業者数 300人以上）は 2

万 613 人で同 38.0％、中規模事業所（従業

者数30～299人）は2万332人で同37.5％、

小規模事業所（従業者数 4～29 人）が 1 万

3,320 人で全体の 24.5％を占めています。 

 

(3)  区別の状況 

南区が 1 万 4,938 人で全体の 27.5％を占

め最も多く、安佐北区が 1 万 593 人で同

19.5％、西区が 9,048 人で同 16.7％と続いています。 

 

3  現  金  給  与  総  額 
 

現金給与総額は 2,486 億 2,917 万円で、前年に比べ 71 億 3,039 万円（前年比 2.8％減）減少しまし

た。 
 

(1)  産業別の状況   

輸送用機械器具が 813 億 7,501 万円で全体の 32.7％を占め、以下、生産用機械器具が 334 億

8,775 万円で同 13.5％、食料品が 304 億 3,300 万円で同 12.2％などとなっています。 

 

(2)  従業者規模別の状況 

大規模事業所（従業者数300人以上）が 1,250億 9,002万円で全体の50.3％を占め、中規模事業

所（従業者数 30～299 人）が 794 億 9,496 万円で同 32.0％、小規模事業所（従業者数 4～29 人）が

440 億 4,419 万円で同 17.7％を占めています。 

 

(3)  区別の状況 

南区が911億6,359万円で全体の36.7％を占め、次いで安佐北区が427億3,713万円で同17.2％、

西区が 391 億 4,444 万円で同 15.7％を占めています。 
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図２ 産 業 別 従 業 者 数

総 数 

54,265 人 



 

4  原  材  料  使  用  額  等  
 

原材料使用額等は 1兆 7,275 億 8,854万円となり、前年に比べ107億 9,260 万円（前年比 0.6％増）

増加しました。 
 

(1)  産業別の状況   

輸送用機械器具が 1 兆 281 億 6,976 万円で全体の 59.5％を占め、次に生産用機械器具が 2,382

億 9,252 万円で同 13.8％を占めています。 

 

(2)  従業者規模別の状況 

大規模事業所（従業者数300人以上）が 1兆 3,170億 3,033 万円で全体の 76.2％を占め、中規模

事業所（従業者数 30～299 人）が 3,031 億 3,873 万円で同 17.5％、小規模事業所（従業者数 4～29

人）が 1,074 億 1,948 万円で同 6.2％を占めています。 

 

(3)  区別の状況 

南区が 1 兆 303 億 8,447 万円で全体の 59.6％を占め、次いで西区が 1,826 億 2,314 万円で同

10.6％、安芸区が1,642億 4,577万円で同9.5％、安佐北区が1,437億 7,633万円で同8.3％を占め

ています。 

 

 

5  製  造  品  出  荷  額  等 
 

製造品出荷額と加工賃収入額、製造工程から出たくず及び廃物の出荷額、その他の収入額を合計

した製造品出荷額等は2兆 5,340億 9,532万円となり、前年に比べ1,276億 7,414万円（前年比5.3％

増）増加しました。 

 

(1)  産業別の状況   

輸送用機械器具が 1 兆 4,022 億 6,578 万円で全体の 55.3％を占め、以下、生産用機械器具が

3,695 億 660 万円で同 14.6％、食料品が 1,942 億 7,967 万円で同 7.7％となっており、この 3業種で

全体の 77.6％を占めています。 

 

(2)  従業者規模別の状況 

大規模事業所（従業者数300人以上）が 1兆 8,147億 9,453 万円で全体の 71.6％を占め、中規模

事業所（従業者数 30～299 人）が 5,110 億 4,365 万円で同 20.2％、小規模事業所（従業者数 4～29

人）が 2,082 億 5,714 万円で同 8.2％を占めています。 

 

(3)  区別の状況 

南区が 1 兆 4,255 億 2,008 万円で全体の 56.3％を占め、次いで西区が 2,788 億 6,361 万円で同

11.0％、安芸区が 2,494 億 3,222 万円で同 9.8％、安佐北区が 2,477 億 6,271 万円で同 9.8％となっ

ています。 



 

6  付  加  価  値  額 
 

付加価値額（29人以下は粗付加価値額）は7,749億934万円となり、前年に比べ1,390億94万円（前

年比 21.9％増）増加しました。 

 

(1)  産業別の状況   

輸送用機械器具が 3,661 億 9,921 万円で全体の 47.3％を占め、以下、生産用機械器具が 1,303

億 9,078 万円で同 16.8％、食料品が 735 億 89 万円で同 9.5％などとなっています。 

 

(2)  従業者規模別の状況   

大規模事業所（従業者数 300 人以上）が 4,951 億 2,918 万円で全体の 63.9％、中規模事業所（従

業者数 30～299 人）は 1,837 億 8,017 万円で同 23.7％、小規模事業所（従業者数 4～29 人）は 959

億 9,999 万円で、同 12.4％を占めています。 

 

(3)  区別の状況 

南区が3,849億 4,158万円で全体の49.7％を占め、次いで西区が947億 4,043万円で同12.2％、

安佐北区が 909 億 4,983 万円で同 11.7％を占めています。 

 

 


